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原始月円盤の冷却進化過程を考慮した月形成 N 体計算

N-body simulations of Moon formation with cooling evolution of the

protolunar disk
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　月形成に関する数値計算は、ジャイアントインパクト前後についての SPH 計算（〜1日）と、原始月円盤が

完全冷却した後の N 体計算（〜1月）が主に行われてきており、原始月円盤が冷却していく過程を考慮した長

時間進化（〜100年）の直接計算は過去に例が無い。本研究では、気液平衡二層構造を仮定した原始月円盤に

ついて、冷却進化を模擬した N 体計算コードを開発し、PEZY-SC を用いた長時間計算を行うことで、月円盤

進化と月形成の過程を初めて同時進行的に解くことに成功した。その結果、1個の月が形成された先行研究と

は異なり、複数の "mini-Moons" が形成されることが示された。
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